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倉
吉
市
議
会
議
員

　

倉
吉
市
議
会
議
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
一
般
選
挙
が
、
10
月
４
日（
日
）に
行

わ
れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、
20
人
の
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
４
年
間
、
私
た
ち
の
代
表
と
し
て
市
政
を
担
っ
て
い
く
新
議
員
の
皆
さ

ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

紹
介
は
、
得
票
順
、
敬
称
略
で
、
顔
写
真
の
下
の
標
記
は
、
①
住
所 

②
職
業

③
党
派 

④
投
票
日
現
在
満
年
齢 

⑤
当
選
回
数（
カ
ッ
コ
内
は
旧
関
金
町
の
当

選
回
数
）で
す
。

市
議
会
の
新
し
い
顔
ぶ
れ
。　
　

①大谷茶屋②会社員③
無所属④59 ⑤ 2

福
ふくたに

谷　直
なおみ

美
①西倉吉町②団体役員
③公明④58 ⑤ 2

杉
すぎやま

山　慶
けいじ

次
①余戸谷町②自営業③
無所属④61 ⑤ 4

大
おおた

田　 進
すすむ

①新陽町②会社役員③
無所属④55 ⑤ 3

伊
いとう

藤　正
しょうぞう

三
①上余戸②農業③無所
属④61 ⑤ 4

山
やまぐち

口　博
ひろたか

敬

①みどり町②自営業③
無所属④63 ⑤ 4

坂
さかい

井　 徹
とおる

①八幡町②洋画家③無
所属④60 ⑤ 1

渡
わたなべ

邉　法
のりこ

子
①小鴨②会社役員③無
所属④62 ⑤ 3

丸
まるた

田　克
かつたか

孝
①大谷②農業③無所属
④58 ⑤ 3

佐
さ さ き

々木 敬
たかとし

敏
①下福田②農業③民主
④59 ⑤ 7

福
ふくい

井　康
やすお

夫

①関金町山口②農業③
無所属④67 ⑤ 2（3）

段
だんつか

塚　廣
ひろふみ

文
①上米積②無職③無所
属④56 ⑤ 6

由
よしだ

田　 隆
たかし

①西倉吉町②無職③無
所属④72 ⑤ 3

枠
わくしま

島　和
かずえ

江
①巌城②自営業③公明
④60 ⑤ 3

高
たかた

田　周
ちかのり

儀
①下米積②農業③民主
④58 ⑤ 3

中
なかの

野　 隆
たかし

①関金町松河原②農業
③無所属④64 ⑤ 2（2）

金
かねみつ

光　 隆
たかし

①東巌城町②会社役員
③無所属④46 ⑤ 1

大
おおつ

津　昌
まさかつ

克
①魚町②司法書士③無
所属④60 ⑤ 6

谷
たにもと

本　修
しゅういち

一
①関金町関金宿②無職
③無所属④45 ⑤ 2（1）

朝
あさひ

日　等
とうじ

治
①関金町関金宿②会社
役員③公明④55 ⑤ 2

鳥
とりかい

飼　幹
みきお

男

当
選
証
書
付
与
式

　

永
江
重
昭
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長（
写
真

左
）は
、
新
議
員
へ「
問
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
が
、
市
民
の
代
表
、
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能

と
し
て
、
活
力
の
あ
る
倉
吉
、
く
ら
し
よ
し
倉

吉
を
目
指
し
て
、
市
政
を
担
っ
て
く
だ
さ
い
」と

激
励
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
得
票
順
に
当
選
証
書
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

　

新
議
員
の
任
期
は
、
10
月
23
日（
金
）か
ら
、

平
成
25
年
10
月
22
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

　
　

10
月
５
日（
月
）
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①大谷茶屋②会社員③
無所属④59 ⑤ 2

福
ふくたに

谷　直
なおみ

美
①西倉吉町②団体役員
③公明④58 ⑤ 2

杉
すぎやま

山　慶
けいじ

次
①余戸谷町②自営業③
無所属④61 ⑤ 4

大
おおた

田　 進
すすむ

①新陽町②会社役員③
無所属④55 ⑤ 3

伊
いとう

藤　正
しょうぞう

三
①上余戸②農業③無所
属④61 ⑤ 4

山
やまぐち

口　博
ひろたか

敬

①みどり町②自営業③
無所属④63 ⑤ 4

坂
さかい

井　 徹
とおる

①八幡町②洋画家③無
所属④60 ⑤ 1

渡
わたなべ

邉　法
のりこ

子
①小鴨②会社役員③無
所属④62 ⑤ 3

丸
まるた

田　克
かつたか

孝
①大谷②農業③無所属
④58 ⑤ 3

佐
さ さ き

々木 敬
たかとし

敏
①下福田②農業③民主
④59 ⑤ 7

福
ふくい

井　康
やすお

夫

①関金町山口②農業③
無所属④67 ⑤ 2（3）

段
だんつか

塚　廣
ひろふみ

文
①上米積②無職③無所
属④56 ⑤ 6

由
よしだ

田　 隆
たかし

①西倉吉町②無職③無
所属④72 ⑤ 3

枠
わくしま

島　和
かずえ

江
①巌城②自営業③公明
④60 ⑤ 3

高
たかた

田　周
ちかのり

儀
①下米積②農業③民主
④58 ⑤ 3

中
なかの

野　 隆
たかし

①関金町松河原②農業
③無所属④64 ⑤ 2（2）

金
かねみつ

光　 隆
たかし

①東巌城町②会社役員
③無所属④46 ⑤ 1

大
おおつ

津　昌
まさかつ

克
①魚町②司法書士③無
所属④60 ⑤ 6

谷
たにもと

本　修
しゅういち

一
①関金町関金宿②無職
③無所属④45 ⑤ 2（1）

朝
あさひ

日　等
とうじ

治
①関金町関金宿②会社
役員③公明④55 ⑤ 2

鳥
とりかい

飼　幹
みきお

男

　

今
回
の
選
挙
で
は
、
定
数
20
人
に
対
し
、
25
人
が
立
候
補
し
、

５
人
オ
ー
バ
ー
で
の
選
挙
と
な
り
ま
し
た
。

　

投
票
率
に
つ
い
て
は
、
前
回
行
わ
れ
た
平
成
17
年
10
月
２
日
の

市
議
会
議
員
一
般
選
挙
と
比
較
す
る
と
、
３
．68
ポ
イ
ン
ト
の
減
と

な
り
ま
し
た
。

投
票
率
は
67
．60
％

投
票
者
数

：

２
７
，９
７
８
人
（
有
権
者
数
４
１
，３
９
０
人
）
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旬の話題やニュースをピックアップして紹介します。

《第９期チャレンジショップ「あきない塾」出店者募集》　
白壁土蔵群の近くで新たな事業展開をしてみませんか。

※申込・問合せ先：倉吉商工会議所（あ２２―２１９１／い２２―２１９３／ E-mai l：cc i3103@kurayo sh i - cc i . o r . j p）

【
対
象
者
】
新
規
に
事
業
を
営
み
、
出
店

期
間
満
了
後
も
、
引
き
続
き
市
内
中
心

市
街
地
な
ど
で
事
業
展
開
を
図
ろ
う
と

す
る
人（
個
人
・
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
法
人
）

※ 

事
業
の
業
種
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
公
序

良
俗
に
反
す
る
も
の
、
居
酒
屋
な
ど
、

お
酒
を
中
心
に
し
た
業
種
は
除
き
ま
す
。

【
店
舗
所
在
地
】
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

「
あ
き
な
い
塾
」（
旧
三
好
金
物
店
１
階
の

一
部
／
東
仲
町
２
６
０
４―

１
）

【
募
集
店
舗
数
】２
店
舗

構　

造

：

木
造
２
階
建
１
階
部
分

設　

備

：

コ
ン
セ
ン
ト
、
照
明
灯
、
エ
ア

コ
ン
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

【
契
約
期
間
】
６
か
月
契
約
。
１
回
を
限

度
に
契
約
更
新
可
能（
最
長
１
年
間
）

【
賃
借
料
】

貸
店
舗
１

：

月
額
５
，５
０
０
円

貸
店
舗
２

：

月
額
４
，８
０
０
円

※
面
積
割
、
家
賃
補
助
後

【
契
約
内
容
】
出
店
者
は
倉
吉
商
工
会
議

所
と
賃
貸
借
契
約
を
結
び
ま
す
。

【
経
費
負
担
】
光
熱
水
費
・
共
益
費
は
出

店
者
負
担
と
し
ま
す
。

【
支
援
内
容
】
家
賃
補
助
の
ほ
か
に
経
営

全
般
に
つ
い
て
倉
吉
商
工
会
議
所
の
助

言
・
指
導
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
申
込
方
法
】
倉
吉
商
工
会
議
所
に
備
え

付
け
の
定
め
ら
れ
た
申
込
用
紙
で
、
同

所
に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
募
集
期
限
】11
月
30
日（
月
）

【
入
店
者
決
定
方
法
】
選
考
委
員
会
で
、

書
類
審
査
お
よ
び
必
要
に
応
じ
て
面
談

を
行
い
決
定
し
ま
す
。

　

倉
吉
市
で
は
、
商
店
街
な
ど
の
活
性
化
を
支
援
す
る
た
め
、
中
心
市
街
地
の

空
き
店
舗
を
利
用
し
て
、
新
規
に
小
売
業
な
ど
を
始
め
て
み
た
い
人
を
応
援
す
る

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
事
業
」を
、
倉
吉
商
工
会
議
所
に
運
営
業
務
委
託
し
、
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

初
め
て
事
業
を
立
ち
上
げ
、
ス
ム
ー
ズ
に
本
格
的
な
事
業
展
開
を
目
指
そ
う
と

い
う
人
は
、
こ
の
機
会
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ「
あ
き
な
い
塾
」に
出
店
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

《片側交互通行のお知らせ》
４ｔ車以上は通行禁止になります。
※問合せ先：中部総合事務所県土整備局維持管理課（あ２３―３２４４／い２２―００１３）

倉吉駅

Ｋセンター

伯耆しあわせの郷

倉吉総合産業高校

新
田
橋

小
田
橋

片側交互
通行区間
（約１８２ｍ）

倉吉市役所

和田橋

出口橋

生田橋

小鴨橋
倉吉西高

倉吉大橋

三明寺橋

巌城橋

中部総合
事務所

竹田橋

国府橋

向山大橋

　巌城橋（巌城）の補修工事に伴い、片側交互通行を実

施します。ご協力をお願いします。

交通規制区間

 　県道巌城上灘線巌城橋（約１８２ｍ）
　　※ 一般車両は片側交互通行です。４ｔ車以上は

通行禁止です。
　　※歩行者・自転車は、隣の歩道橋を通行できます。
　※ 通行の際は、現地の交通誘導員などに従ってく

ださい。

交通規制期間

 　１１月上旬～１２月下旬（予定）
午前９時～午後４時３０分  

　　※ 詳細な日程が決まり次第、現地看板などでお知

らせします。

　　※ 午後４時３０分～翌朝９時の夜間・早朝は、通

常どおり通行ができます。

　　※ 土曜日は交通規制を行います。日曜日は通常ど

おり通行できます。祝日は、交通規制を行います。

　　※ １２月２８日（月）以降は、通常どおり通行でき

ます。

発注者： 中部総合事務所県土整備局維持管理課（あ２３―
３２４４）

施工者：（有）中本建設（あ３５―３５０２）
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木
造
一
戸
建
て
住
宅

の
所
有
者
で
、
耐
震
診
断
の
実
施
を
希
望

す
る
人
に
対
し
て
、
耐
震
診
断
を
行
う
技

術
者（
民
間
の
建
築
士
）を
派
遣
し
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
住
宅
】

　

次
の
①
〜
⑤
を
す
べ
て
満
た
す
も
の
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

① 

倉
吉
市
内
に
建
築
さ
れ
て
い
る
、
現
に

居
住
し
て
い
る（
居
住
す
る
予
定
が
あ

る
）も
の

② 

木
造
の
一
戸
建
て
住
宅（
店
舗
な
ど
の
用

途
を
兼
ね
る
も
の
は
、
店
舗
な
ど
の
部

分
の
床
面
積
が
、
述
べ
面
積
の
１
／
２

未
満
で
あ
る
こ
と
）

③ 

昭
和
56
年
５
月
31
日
ま
で
に
建
築
さ
れ
た

も
の（
た
だ
し
、
昭
和
56
年
６
月
１
日
以

降
の
増
築
工
事
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、

対
象
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

④ 

延
べ
床
面
積
が
２
０
０
㎡
程
度
、
階
数

２
階
以
下
の
も
の

⑤ 

次
の
い
ず
れ
か
の
構
法
で
建
築
さ
れ
た

も
の

　

・
在
来
軸
組
工
法

　

・
伝
統
工
法

　

・
枠
組
壁
工
法

　

※ 

プ
レ
ハ
ブ
工
法
や
丸
太
工
法
な
ど
は

対
象
外
で
す
。

【
耐
震
診
断
を
行
う
技
術
者
】

　

耐
震
診
断
技
術
者
は
、
市
が
業
務
委
託

し
た
民
間
建
築
団
体
に
所
属
す
る
建
築
士

か
ら
選
定
さ
れ
派
遣
さ
れ
ま
す
。

【
耐
震
診
断
の
内
容
】

　

耐
震
改
修
の
必
要
性
を
判
断
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
住
宅
の
壁
や
天
井
な
ど

を
は
が
す
こ
と
な
く
、
目
視
に
よ
る
外
部

（
敷
地
・
外
壁
・
屋
根
）お
よ
び
内
部（
各
室

内
・
床
下
・
天
井
裏
）の
調
査
や
、
既
存
の

図
面
を
基
に
、
住
宅
の
耐
震
性
能
を
診
断

す
る『
一
般
診
断
法
』で
す
。

【
診
断
費
用
】個
人
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
募
集
戸
数
】３
戸

【
募
集
期
間
】11
月
２
日（
月
）〜
30
日（
月
）

※ 

申
請
者
数
が
募
集
戸
数
を
上
回
っ
た
場

合
は
抽
選
を
行
い
ま
す
。

《住宅の耐震診断・耐震改修を支援します》
各種制度を利用して安心安全な暮らしを。

※申込・問合せ先：景観まちづくり課（あ２２―８１７５／い２２―８１４０）

【
実
施
す
る
補
助
事
業
】

耐
震
診
断

： 
一
戸
建
て
住
宅

改
修
設
計

：

一
戸
建
て
住
宅

耐
震
改
修

：

一
戸
建
て
住
宅

【
対
象
と
な
る
建
物
】

①
倉
吉
市
内
に
建
築
さ
れ
て
い
る
も
の

② 

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
工
事
着
手

し
た
建
築
物

【
募
集
件
数
】

耐
震
診
断（
一
般
診
断
）

：

２
戸

改
修
設
計（
補
強
工
事
を
す
る
た
め
の
設

計
）

：

３
戸

耐
震
改
修（
補
強
工
事
）

：

３
戸

【
補
助
金
の
額
】

耐
震
診
断
・
改
修
設
計

　

 

耐
震
診
断

：

最
高
10
万
８
千
円
の
２
／

３
の
費
用
が
補
助
さ
れ
ま
す
。

　

 

改
修
設
計

：

最
高
24
万
円
の
２
／
３
の

費
用
が
補
助
さ
れ
ま
す
。

耐
震
改
修

　

最
高
１
５
０
万
円
の
２
／
３
の
費
用
が

補
助
さ
れ
ま
す
。

■ 

既
存
住
宅
の
耐
震
改
修
を
し
た
場
合
の

所
得
税
額
の
特
別
控
除

　

個
人
が
、
平
成
21
年
１
月
１
日
か
ら
平

成
25
年
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
自
分
が

居
住
す
る
た
め
に
昭
和
56
年
５
月
31
日

以
前
に
建
て
た
住
宅
を
、
耐
震
基
準
に
適

合
さ
せ
る
た
め
に
改
修
し
た
場
合
に
、
そ

の
年
分
の
所
得
税
額
か
ら
、
そ
の
住
宅
の

耐
震
改
修
に
要
し
た
費
用
な
ど
の
10
％

に
相
当
す
る
額
（
上
限
20
万
円
）
が
控
除

さ
れ
ま
す
。

■ 

既
存
住
宅
の
耐
震
改
修
を
し
た
場
合
の

固
定
資
産
税
額
の
減
額
措
置

　

昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
あ
る
住

宅
に
つ
い
て
、
耐
震
基
準
に
適
合
す
る
耐

震
改
修（
改
修
費
用
の
額
が
１
戸
あ
た
り

30
万
円
以
上
の
場
合
に
限
り
ま
す
）を
行
っ

た
場
合
、
そ
の
住
宅
に
係
る
固
定
資
産
税

（
１
戸
あ
た
り
１
２
０
㎡
相
当
分
ま
で
に
限

り
ま
す
）が
減
額
さ
れ
ま
す
。

① 

平
成
18
年
〜
21
年
に
工
事
を
行
っ
た
場

合

：

３
年
間
１
／
２
に
減
額

② 

平
成
22
年
〜
24
年
に
工
事
を
行
っ
た
場

合

：

２
年
間
１
／
２
に
減
額

③ 

平
成
25
年
〜
27
年
に
工
事
を
行
っ
た
場

合

：

１
年
間
１
／
２
に
減
額

倉
吉
市
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業

住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
を
市
が
行
い
ま
す
。

倉
吉
市
震
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
促
進
事
業

住
宅（
一
戸
建
て
住
宅
）の
耐
震
診

断
・
改
修
設
計
・
耐
震
改
修
を
行

う
所
有
者
に
、
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

住
宅
に
係
る
耐
震
改
修
税
制

耐
震
改
修
を
行
う
と
、税
が
控
除
・

減
額
さ
れ
ま
す
。
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【
対
象
児
童
の
年
齢
】
生
後
57

日
目
〜
就
学
前

【
受
付
場
所
】
入
所
を
希
望
す

る
保
育
所

※ 

市
外
保
育
所
へ
の
入
所
を
希

望
す
る
人
は
、
子
ど
も
家
庭

課
で
受
け
付
け
ま
す
。

【
入
所
申
込
資
格
】
次
の
よ
う

な
理
由
で
、
保
護
者
や
同
居
す

る
人
全
員
が
、
お
子
さ
ん
を
保

育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
家
庭

① 

昼
間
、
家
庭
の
内
外
で
、
児

童
と
離
れ
て
家
事
以
外
の
労

働
を
し
て
い
る
。

② 

出
産
の
前
後
で
あ
る（
出
産

の
前
後
各
３
か
月
間
に
限
り

ま
す
）。

③ 

病
気
や
ケ
ガ
、
障
が
い
が
あ

る
。
ま
た
は
、
常
時
同
居
の

人
の
看
護
・
介
護
に
あ
た
っ

て
い
る
。

【
給　

食
】
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
た
献
立
を
各
保
育
所
で
用

意
し
ま
す
。

 

３
歳
未
満
児

：

主
食
・
副
食
・

お
や
つ
２
回

３
歳
以
上
児

：

副
食
・
お
や
つ

１
回
で
主
食
は
持
参

【
保
育
料
】
保
護
者
の
前
年
分

の
所
得
税
、
前
年
度
分
の
市
民

税
の
課
税
額
、
お
よ
び
子
ど
も

の
年
齢（
３
歳
以
上
、
未
満
の
２

区
分
）に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

倉吉市内認可保育所一覧

地区名 保育所名 公・私立
定
員

所在地
開所時間

（延長時間含む）
特別保育

電話番号
一時 休日 オープンデー

上北条 上北条保育園 私立 90 新田360－2 7：00～19：00 △ 水曜 26－0066

上 井

上井保育園 公立 60 福庭町2丁目152 7：20～18：50 木曜 26－0868

あゆみ保育園 私立 90 海田西町2丁目251 7：00～19：00 △ 木曜 26－0638

ひかり保育園 私立 45 上井町1丁目104 7：15～19：15 2 ･ 4 木曜 26－1389

西 郷

ババール園 私立 90 山根425－3 7：00～20：00 ○ ○ 2 ･ 4 水曜 26－0211

倉吉東保育園 私立 120 上井781－1 7：15～19：15 △ 月 2回 26－3436

西郷保育園 公立 80 下余戸129－1 7：20～18：50 木曜 26－2646

上 灘
どんぐり保育園 私立 120 上灘町41－1 7：00～19：00 △ 水曜 22－0252

うつぶき保育園 私立 70 東昭和町177－1 7：00～20：00 △ 水曜 22－2933

成 徳
倉吉愛児園 私立 100 東町342 7：00～19：00 △ △ 月 2回 22－3072

めぐみ保育園 私立 60 仲ノ町742－2 7：00～19：00 ○ △ 火曜 22－3488

明 倫
倉吉西保育園 公立 60 余戸谷町2970－1 7：20～18：50 木曜 22－2687

ひまわり保育園 私立 60 みどり町3180 7：10～19：10 △ 木曜 23－0999

灘 手 灘手保育園 公立 45 尾原500－15 7：20～18：50 木曜 22－5405

社

向山保育園 私立 60 和田東町向山917 7：00～19：10 △ 木曜 23－0836

みのり保育園 私立 120 西福守町595 7：00～19：00 △ 2 ･ 4 火曜 28－0018

社保育園 公立 60 国分寺342－11 7：20～18：50 水曜 28－1755

北 谷 北谷保育園 公立 45 沢谷289－1 7：20～18：50 木曜 28－1416

高 城 高城保育園 公立 90 上福田1104 7：20～18：50 ○ 木曜 28－2202

小 鴨
西倉吉保育園 私立 60 西倉吉町2－23 7：00～19：15 ○ 水曜 28－2228

小鴨保育園 公立 90 中河原551－1 7：20～18：50 ○ 月～金曜 28－2836

上小鴨 上小鴨保育園 公立 60 鴨河内1731－1 7：20～18：50 木曜 28－0306

関 金
関金保育園 公立 90 関金町関金宿2830－2 7：20～18：50 ○ 月～金曜 45－2853

山守保育園 公立 45 関金町堀2058 7：20～18：50 月～土曜 45－2253

《実施事業のご紹介》
※延長保育と障がい児保育は全園で実施しています。
※一時保育：保育園に入所していない就学前の児童を緊急・一時的に保育します。
※オープンデー：保育園に入所していない就学前の児童とその保護者に保育園を開放します。
　○は市からの委託事業、△は園の自主事業です（自主事業の詳細は、各園にお問い合わせください）。

《平成２２年度保育所の入所受付》
平成２２年４月１日からの保育所への入所申込を１１月９日（月）から開始します。
※問合せ先：子ども家庭課（あ２２―８１００／い２２―７０２０）

広
告
募
集
中
!!　

倉
吉
市
総
合
政
策
室

（
あ
２
２
ー

８
１
６
１　

い
２
２
ー

８
１
４
４
）

旬の話題やニュースをピックアップして紹介します。

倉吉市越中町2095-1

今月の福祉補聴器相談会今月の福祉補聴器相談会
日時： 月11 25日（水）AM10：00～12：00
場所：市役所東庁舎１階 福祉課横　倉吉市福祉事務所

相談会は、毎月第四水曜日です。


